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聖書：ルカの福音書2章41〜52節

説教：どうしてわたしを捜すのか


はじめに 
　この所を読んで皆さんは、こんな疑問を持たれ
たのではないか。どうしてイエスは親に何も告げな
いでエルサレムにとどまったのか。叱るマリアに
対しイエスが答えるのですが、そのことばにマリ
アも私たちも戸惑います。まだ十二歳のこどもがこ
んなことをしたり言ったりするのか。特別な才能
を持った子どもを「ギフテッド」と呼ぶそうです
が、ギフテッドなこどもを育てるマリアの苦労も
並大抵ではありません。なぜイエスはこのような
ことをしたのか。イエスは何を言おうとしたの
か。ともに考えてまいります。 

１　過越の祭り 
　過越の祭りは、イスラエルの民がエジプトから
脱出したできごとに由来しています。神がエジプト
のあらゆる長子を打とうとしたとき、イスラエル
の人々は羊を屠った血を家の門柱に塗るようにと
命令を受けます。神はその血を見て過越していき、
救われると語られました。それ以来イスラエル
は、新年の初めに過越の祭りするようになりまし
た。 
　ガリラヤのナザレに住んでいたイエスの両親
も、毎年過越の祭りのときには村の人たちと一緒
にエルサレムに出かけるという習慣となっていま
した。こうして神殿に無事にお参りを済ませ、ナザ
レに帰るために一日の距離を歩いたあたりで事件
が起きます。両親はイエスがいないことに気がつき
ます。自分の子どもがいないことに一日も気がつか
なかったのはどうして、と不思議に思うかもしれま
せん。このお宮参りが、村の人たちや親族が集
まっての団体旅行であったことを思いだしてくださ
い。こういうとき大人は大人、子どもは子ども同
士というようにグループをつくり、子どもグループ
は年長者が面倒をみるようになっています。イエス
は子どもグループにいるものと思っていたので、親
は気がつくのが遅れてしまいました。両親があわて
てエルサレムに戻ってみると、イエスが教師たちの
真ん中に座って難しい議論をしている。これを見て
マリアは驚きながらこう言います。48節。「どう
してこんなことをしたのですか。見なさい。お父さ
んも私も、心配してあなたを捜していたのです。」
マリアは親として当然のようにイエスを叱ります。 

２　宮の中で 
１）どうしてわたしを捜すのか 
　ところがイエスはなんと言ったか。49節。「ど
うしてわたしを捜されたのですか。わたしが自分
の父の家にいるのは当然であることを、ご存じな
かったのですか。」謝るどころか、まるで開き
直ったかのように質問で切り返してくる。イエスが
言われるように、神殿は特別な場所であることは
そのとおりで、イエスは神のひとり子です。しかし
そうであっても、親を心配させるようなことをして
よいという理由にはならないでしょう。まして、心
配して戻って来た親に向かって口答えするなどもっ
てのほかです。51節に「ナザレに帰って両親に仕え
られた」とありますが、少なくともこの場面では
イエスは両親に仕えているようには見えません。イ
エスが、自分は特別な存在だからなにをしても赦
されると思っていたのでしょうか。そんなことは
ない。なにか深い理由があるはずです。 

２）マリアは心に留めておいた 
　そのことを考える前に、マリアとヨセフのこと
を見ておきましょう。まずマリアです。51節後半
にこうある。「母はこれらのことをみな、心に留
めておいた。」これと同じような表現が2章19節に
もあります。羊飼いたちが飼葉桶で寝ているイエス
を捜し当ててやってきたとき、彼らは御使いが
語ったことを教えてくれました。「今日ダビデの町
で、あなたがたのために救い主がお生まれになり
ました。この方こそ主キリストです。」マリアはこ
れらのことを心に納めて、思い巡らしていた。あれ
から十二年経ち、マリアはこんどはイエスが語っ
たことを心に留めていくのです。イエスが救い主と
なることをことばの知識として聞いたとしても、そ
れがどんな意味なのかを理解していくのには時間が
かかるのです。御使いが語ったことばも、今回の事
件でイエスが語ったことばも理解できないままで
す。マリアはそれでも、わからないことをわからな
いとしながら、すぐに答えを見つけようとあわてる
のではなく、またあきらめるいうのでもなく、
ずっと心に留めていきます。祈り続けたと言うこと
です。マリアの素晴らしいところはそこにありま
す。もっともよいときに神は教えてくださると信
じ、真理が明らかにされる日を待ち続けるのです。 



　世の中は、すぐに答えを見つけることを優れた
ことのように言います。けれども信仰については
まったくあてはまらない。じっくりと腰を据えて、
真理が明らかになるまで待ち続ける。それが信仰
だと思うのです。私たちはもっとマリアを見習うべ
きではないでしょうか。 

３）ヨセフは表に出てこない 
　ではヨセフはどうでしょうか。みなさん気づい
ていらっしゃるかもしれませんが、マリアは存在
感があるのですが、ヨセフの影が薄い印象があ
る。48節でマリアが「あなたのお父さんも」と
言っているので、ヨセフがそばにいることは間違い
ない。子どもが悪いことをしたら父親がしかるべ
きなのにヨセフは何も言いません。マリアがイエ
スを叱るところがクローズアップされて不思議な印
象があります。そのことはまた最後に触れましょ
う。 

４）救い主の意味 
　さて、49節のイエスのことばはどのような意味
だったのか。そのことを考えていきます。繰り返し
になりますが、十二年前にイエスがお生まれに
なったとき、マリアは羊飼いたちを通して御使い
が告げたことばを聞いていました。「今日ダビデ
の町で、あなたがたのために救い主がお生まれに
なりました。この方こそ主キリストです。」ことば
としては意味はわかるのですが、いったいどのよう
にして救い主になられるのか、救い主が何をしてく
ださるのか、この時点ではいっさいなにもわかっ
ていません。では、マリアは御使いが語ったこと
ばをいつ理解したのでしょう。イエスが十字架で
死なれ、三日目によみがえられたのを見たときで
はないですか。マリアが自分の目ですべてを目撃
したとき、私たちのために救い主はどのようなこ
とをしてくださるのか、それまでずっとわからな
かったことが、まるでパズルのピースがぴったりと
おさまるように理解していった。であれば今日の
箇所も、イエスの十字架の死と復活という視点か
ら見たらどうなるでしょうか。 

３　イエス 
１）いなくなる：死 
　子どもを育てたことのある親であればおわかり
いただけるでしょう。イエスが行方不明になった
とき、もしかしてイエスは事故にあって死んだので
はないか。そんな最悪なことをマリアは思い浮か
べたはずです。実際はそうではなかったわけです

が、心の中ではイエスは死に最も近いところにい
たことになる。このことを十字架という視点から
見てみましょう。十二歳のイエスは、ご自分がや
がて十字架で死ぬことをまだぼんやりとではある
けれどマリアに教えていたことになるのではない
か。 
　では、イエスが両親にエルサレムにとどまるこ
とを告げなかったのはなぜか。変な言い方に聞こ
えるかもしれませんが、イエスはご自分が死ぬた
めに誰かの許可をもらう必要があるでしょうか。
ありません。イエスご自身がご自分で決めること
であり、マリアも私たちも一切手出しをしてはい
けない。そういう場所なのです。だから両親には告
げなかった。 

２）三日目に見つかる：復活 
　イエスが突然のように行方不明になったことが
十字架の死を表すのであれば、イエスを宮の中で
見つけたことはどんな意味になるか。46節にあり
ます。「三日後になって。」これが鍵となることば
です。これは偶然ではありません。十字架でいのち
をお捨てになったイエスが、死からよみがえられ
ることを、「三日後」ということばをとおしてあら
かじめ告げていた。このときのマリアにはわかり
ません。けれども、やがてよみがえられたイエス
に出会ったとき、御使いが語ったことば、イエス
が十二歳の時に語ったことばのすべての意味がわか
りました。 
　この出来事が起きたのは過越の祭りのときでし
た。およそ20年後、イエスは同じ過越の祭りのと
きに十字架におかかりになります。十二歳の子ども
が、十字架の予告をするのです。私たちを罪から救
うために、神がどれほどの熱心さで十字架の救い
を与えようとしておられたのか、改めて覚えたいと
思います。 

３）父の家にいるのは当然である：信仰告白 
　最後に考えます。ヨセフの影が薄いのはなぜか。
48節でマリアはヨセフのことを「お父さんも」と
言っています。原語に忠実に訳すと「あなたのお父
さんも」となります。これに対してイエスは49節
で「自分の父」と言います。父なる神を指していま
す。マリアは、イエスがエルサレムにとどまってい
たことが十字架につながっていることをまったく
理解していません。それで「あなたのお父さんヨセ
フも」と言います。それに対しイエスは、ご自分の
十字架を見つめながら、「わたしが自分の父の家
にいるのは当然である」と言います。自分は、いの



ちを捨ててよみにまで降るけれど、天の父なる神
が自分を死からよみがえらせてくださる。そのこと
を堅く信じているという信仰告白です。このできご
との中心におられるのは天の父なる神なのです。イ
エスは父なる神の御栄光を現すことに心を砕いて
います。十字架の死と復活のみわざは、父なる神二
対するイエス・キリストとの信仰が度台にあった
ことが浮かび上がるのです。 
　私たちは信仰の創始者であるイエス・キリスト
から目を離さず、信じ続ける者でありたいと願いま
す。十字架の救いの恵みがどれほど深い神のご計画
によるものであったのかを覚え、御名をあがめま
す。


